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町の人口
（47年8月禾現在）

人　口　23，871
男11，547
女12，324

世帯数　6，315

10月1日（1972）

車Ｉ Ｎｏ．289細

毎月一回各家庭に配布
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パーソントリップ（交通実態）調査

についてのお願い

10月12日～11月1日まで調査員が

巡回いたしますのでご協力下さい。
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固嘩金大巾改善票霊吾
、－、

画民年金法改正
顎車鋤

国
民
年
金
は
制
度
発
足
以
賽
毎
年
の
よ
う
に
改
革
が
行
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、
と
く
に
福
祉
年
金
を

中
心
と
し
た
大
幅
な
改
善
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

巌
近
、
と
く
に
人
口
の
老
命
化
、
扶
養
意
識
の
変
化
等
を
背
景
に
、

年
金
制
度
に
対
す
る
国
民
の
関
心
が
と
み
に
高
ま
り
、
老
後
生
活
に
占

め
る
年
金
の
役
割
り
は
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を
ま
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
受
給
者
が
多
く
、
改
尊

の
必
要
度
の
高
い
福
祉
年
金
を
中
心
に
、
か
っ
て
な
い
大
幅
な
年
金
額

の
引
き
上
げ
な
ど
を
行
な
い
、
制
度
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
も

の
で
す
。
以
下
、
改
正
法
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
鋭
明
し
ま
す
。

一
、
福
祉
年
金
額
の
引
上
げ
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役場の電話番号

が変りました。

601－4321

九
旦
干
二
日
よ
り
、
役
場
の

電
話
番
号
が
、
従
来
の
六
九
一
－

〇
六
三
一
か
ら
六
〇
一
・
－
撃
三

一
に
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
け
に
な
る
時
は
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
。

な
お
、
町
施
設
関
係
の
電
話
番

号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

施　　 役　　 名 電 陪 番 骨

水　 巻　 町　 役 ．均 601－ 4 321

水巻町第一 保育園 （止）601－4321

ク　 第二保 育園 69 1・－3344

ケ ：腋三保 育周 691－・4 191

か　 下二小学校 691．－2 968

〃　 境木小学枚 ． 691－・・．6 066

ク ．机 小 学 校 6 91－ 546 5

〃　 水 ・替中学校 691－ 0 657

ケ　 水棲画中学校 6 91－・366 5

し　 尿　 処　 理　 瑚 69 1－．2184

菅 田 哲 理 水 誘 肝 69 1Ｔ－5861

母　　 子　 ！寮 69 1【・・・・・0242

火　　 葬　　 場 69 1－ 0020

水 巻町 義金磨務肩 691－－1 601

ク　 教 育委員会 も91⊥ 040 3

福
祉
年
金
制
度
は
、
昭
和
三
十
四
年

十
一
月
に
老
令
千
円
、
障
害
千
五
百

円
、
母
子
準
母
子
千
円
で
ス
タ
ー
ト
し

て
以
来
、
毎
年
の
よ
う
に
年
金
額
の
引

き
上
げ
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
引
き
上
げ
の
額
は
月
額
で
百
円
か

ら
多
く
て
三
百
円
程
度
の
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
過
去
十
数
年

間
、
満
足
す
べ
き
額
で
は
な
い
に
し
て

も
受
給
者
の
生
活
の
一
助
と
し
て
、
は

か
り
し
れ
な
い
ほ
ど
の
役
割
を
果
た
し

て
き
て
い
ま
す
、

こ
れ
が
、
今
回
の
改
正
で
各
年
金
額

と
も
一
挙
に
月
額
千
円
以
上
の
大
幅
な

引
き
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
制

度
発
足
以
来
の
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り

今
後
年
金
制
度
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
お
、
九
月
始
め
に
交
付
し
ま
し
た

国
民
年
金
駈
者
は
新
し
い
年
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
、
福
祉
年
金
と
恩
給
等
と
の

併
給
制
限
の
緩
和

福
祉
年
金
の
受
給
権
者
が
、
他
の
公

的
年
金
制
度
か
ら
の
年
金
を
受
け
て
い

る
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
、
福
祉
年
金
の

額
を
限
度
と
し
て
福
祉
年
金
と
の
併
給

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
併
給
の
限
度
額
が
六
万
円

二
、
拠
出
制
年
金
額
の
引
き
上
げ
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こ
の
改
正
は
七
月
分
か
ら
引
き
上

げ
ら
れ
、
八
幡
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
改
定
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
手

も
と
の
年
金
証
書
に
は
り
つ
け
て
保
存

し
て
下
さ
い
。

三
、
拠
出
制
年
金
の

支
払
期
日
の
変
更

（
三
月
・
六
月
・
九
月
・
十
二
月
）

拠
出
制
年
金
の
支
払
期
日
は
毎
年

有
明
五
月
、
八
月
、
お
よ
び
十
一

三
月
、
六
月
、
九
月
、
お
よ
び
十
二
月

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

ー

月
で
し
た
が
四
十
八
年
三
月
か
ら
、

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
現
在
受
け
て
い
る
他
の
公
的
年
金
の

年
金
が
六
万
円
以
下
の
方
は
、
そ
の
証

書
と
印
鑑
を
持
参
し
役
場
年
金
の
係
に

ど
相
談
下
さ
い
。

な
お
普
通
恩
給
、
普
通
扶
助
料
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
は
十
月
に
恩
給
額
が

改
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
改
定
通
知
を
う
け
て
か
ら
届
け
出

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
は

何
か
年
金
に

加
入
し
て
い

ま
す
か
。
も

し
加
入
し
て

い
な
い
と
、

老
後
や
不
時

の
災
害
の
場

合
、
何
も
年

金
が
受
け
ら

れ
な
い
状
態

に
な
り
ま

－
　
Ｏ

Ｊ
ゥ
．

い
ま
年
金

は
、
皆
年
金

制
皮
の
時
代

で
あ
り
ま
す

の
で
、
将
来

近
所
の
人
、

五
、
福
祉
年
金
と
戦
争
公
務

に
よ
る
扶
助
料
等
と
の

併
給
制
限
の
緩
和

昨
年
の
改
正
で
、
死
亡
、
傷
病
に
か

か
っ
た
当
時
の
階
級
が
準
士
官
以
下
は

福
祉
年
金
を
全
額
支
給
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で
は
十
月

よ
り
中
尉
以
下
に
つ
い
て
も
全
額
支
給

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

六
、
所
得
制
限
の
緩
和

福
祉
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
。

所
得
制
限
の
限
度
媚
は
、
今
ま
で
も
毎

年
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
で
は
大
巾
に
引
き
上
げ
ら
れ

㌣
糾
銅
摘
粥
鐙
結

っ
た
人
が
写
「
い
ま
す
。

て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
す
で
に
七
〇
才
を
す
ぎ
て
い
る
人

や
、
重
度
の
身
体
障
害
者
で
本
人
や
家

族
の
方
の
収
入
が
多
い
と
い
う
こ
と
な

ど
の
理
由
で
、
ま
だ
裁
定
請
求
の
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
五
年
を
す

ぎ
る
と
時
効
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
く

役
場
年
金
係
に
ど
相
続
下
さ
い
。

友
人
、
知
人
等
が
み
ん
な
年
金
が
受
け

ら
れ
る
の
に
、
自
分
だ
け
が
受
け
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
今
す
ぐ
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
最
低
二
十

五
年
で
す
が
、
他
の
年
金
に
加
入
し
て

い
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
を
通
算
し
ま

す
。国

民
年
金
加
入
資
格
者
の
う
ち
で
、

強
制
加
入
者
は
二
十
才
か
ら
五
十
九
才

ま
で
の
人
で
他
の
公
的
年
金
制
度
に
加

入
で
き
な
い
人
で
す
。
老
後
の
こ
と
は

今
か
ら
自
分
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
、
相
談
は

水
巻
町
役
場
厚
生
年
金
係
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法
令
講
習
会
開
催

折
尾
運
転
車
協
会
、
折
尾
肇
察
署
主

シ
ン
ナ
ー
遊
び
の
恐
ろ
し
さ
は
、

広
報
四
月
号
で
掲
載
し
た
と
お
り
で

す
が
、
本
町
で
も
梅
ノ
木

炭
住
で
シ
ン
ナ
ー
遊
び
を

し
た
跡
が
み
つ
か
り
、
対

策
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
。こ

の
ほ
ど
国
が
、
毒
物

及
び
劇
物
取
締
法
と
い
う

法
律
の
中
で
重
に
「
販
売

す
る
者
」
　
「
乱
用
す
る
者

」
等
に
対
し
て
き
び
し
く

規
制
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

【
規
制
内
容
】

乱
用
者
…
シ
ン
ナ
ー
や
接

着
剤
を
吸
入
す
る
等
乱

深まるシンナーの恐ろしさ

用
し
た
者
或
は
乱
用
す
る
こ
と
を

目
的
に
所
持
す
れ
ば
成
人
で
も
、

少
年
で
二
二
万
円
以
下
の
罰
金

億
に
よ
る
法
令
練
習
会
が
次
の
と
お
り

行
な
わ
れ
ま
す
。

．
免
許
証
を
お
持
の
方
は
、
洩
れ
な
く

受
講
下
さ
い
。

一
、
日
時
　
十
月
十
二
日
、
二
十
三
日

踊
難
緯
禰
鱒
瑠

二
、
場
所
　
頃
末
小
学
校
講
堂

福
岡
県
警
察
官
の
募
集

▼
採
用
予
定
人
員
二
五
〇
人
（
男
子
）

▼
試
験
の
期
日
　
十
月
二
十
九
日

▼
受
付
如
間
　
九
月
十
八
日
～
十
月
二

日

▼
申
し
込
み
先

・
福
岡
市
甲
央
区
天
神
一
の
一

の
一
県
警
本
部
警
務
課
試
験
係
（
〒

八
一
〇
）
電
話
〇
九
二
－
七
四
－
二

㍉
∴

な
お
申
し
込
み
用
紙
お
よ
び
く
わ
し

い
こ
と
は
各
警
察
署
へ

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

販
売
店
…
乱
用
す
る
こ
と
を
知
っ
て

法律できびしく規制

販
売
し
た
り
、
渡
し
た

り
す
れ
ば
そ
れ
が
一
回

だ
け
の
行
為
で
あ
っ

て
も
二
年
以
下
の
懲
役

又
は
五
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
、
又
は

併
科
さ
れ
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤

の
乱
用
が
、
健
全
で
あ
る

べ
き
将
来
性
の
あ
る
青
少

年
の
体
と
心
を
む
し
ば

み
、
悪
の
道
に
走
ら
せ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
そ
し
て

販
売
店
な
ど
皆
の
力
で
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

▽
…
　
　
▽
…

Ｊ
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▼

宅
地
建
物
取
引
業
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
ど
存
知
で
す
か
。
こ
れ
か
ら
土
地
建
物
を
苧
つ
方
は
必
ず
次
の
十
の
こ
と
に
心
が
げ
、

自
分
の
財
産
は
白
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

1
、
業
者
の
選
定

宅
地
建
物
取
引
業
は
、
県
に
登
録
さ

れ
た
取
引
主
任
者
を
専
任
し
て
建
設
大

臣
ま
た
は
知
事
の
免
許
を
受
け
た
者
し

か
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
免

許
を
受
け
た
信
頼
の
あ
る
業
者
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

業
者
は
事
務
所
、
案
内
所
、
分
譲
地

に
横
軸
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
た
そ
の
従
業
者
は
身
分
証
明
書
（
写

真
添
付
の
も
の
）
を
携
帯
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ち
よ
く
確
か
め
ま
し

ょ
う
。

2
、
広
．
告

広
告
を
そ
の
ま
ま
ウ
ノ
ミ
に
し
な
い

で
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
、
記
載
事
項

と
現
地
と
を
見
き
わ
め
て
く
だ
さ
い
。

土
地
に
掘
出
し
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誇

大
、
誤
認
等
の
文
面
に
惑
わ
さ
れ
な
い

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
。

3
、
所
有
権
等
の
確
認

目
的
の
宅
地
建
物
が
誰
の
所
有
で
あ

る
か
、
「
社
有
」
「
委
託
」
「
仲
介
」

等
の
区
分
、
ま
た
そ
の
物
件
に
抵
当
権

地
上
権
等
が
設
定
さ
れ
た
り
し
て
、
制

限
を
受
け
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
法
務

局
で
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う
。

4
、
前
金
の
保
全

（
売
主
が
業
者
の
場
合
〕

未
完
成
の
建
物
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

や
造
成
分
譲
宅
地
を
買
い
受
け
（
青
田

売
り
）
、
所
有
権
の
移
転
登
記
前
に
前

金
等
を
代
金
の
一
〇
〇
分
の
五
以
上
渡

さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
銀
行
等
が
連
帯

保
証
を
し
た
保
証
書
を
渡
す
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

5
、
私
道
負
担
・
交
通
機
関

私
道
負
担
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。
私
道
負
担
が
あ
る
の

を
知
ら
ず
に
宅
地
を
革
う
と
、
そ
の
分

だ
け
割
高
に
な
り
ま
す
。
ま
た
現
地
か

ら
浪
寄
駅
ま
で
の
距
離
、
徒
歩
所
要
時

間
お
よ
び
交
通
機
関
を
よ
く
確
か
め
ま

し
ょ
う
。

6
、
生
活
環
境

周
囲
の
生
活
環
境
謝
査
も
大
切
な
こ

と
で
す
。
学
校
、
医
療
、
購
買
施
設
等

と
の
距
離
、
あ
る
い
は
履
く
ず
れ
の
危

険
性
、
ま
た
飲
用
水
、
電
気
、
ガ
ス
お

よ
び
下
水
処
理
の
状
況
、
騒
音
関
係
等

問
魔
と
な
る
よ
う
な
点
に
つ
い
て
念
入

り
に
調
査
し
ま
し
ょ
う
。

7
、
契
　
約

現
地
を
1
回
見
た
だ
け
で
印
を
押
す

の
は
考
え
も
の
で
す
。
契
約
を
結
ぶ
場

合
は
、
契
約
番
の
記
載
事
項
を
よ
く
読

ん
で
か
ら
は
ん
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
売
買
物
件
の
表
示
、
私
道
負

担
、
支
払
い
条
件
、
登
記
期
日
、
税
金

等
の
負
担
、
手
附
金
へ
違
約
金
、
特
記

事
項
な
ど
に
充
分
注
意
す
る
と
と
も
に

契
約
馨
の
末
尾
に
取
引
主
任
者
が
記
名

押
印
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め

、
後
日
紛
争
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

8
、
手
附
金
等

目
的
の
土
地
を
よ
く
調
査
せ
ず
「
手

附
金
」
　
「
内
金
」
等
の
名
目
で
現
金
を

支
払
う
こ
と
は
、
あ
と
で
困
る
場
合
が

多
い
吸
で
す
。

乳
金
を
現
地
で
業
者
に
預
け
る
と
き

は
、
そ
の
金
が
如
何
な
る
性
質
の
も
の

か
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
業
者
が
売
主
の
場
合
の
手
附

金
は
、
代
金
の
額
の
一
〇
分
の
二
以
内

の
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

9
、
公
法
上
の
制
限

土
地
や
建
物
に
は
建
築
基
準
法
、
都

市
計
画
法
、
農
地
怯
、
住
宅
地
造
成
事

業
に
関
す
る
法
律
等
に
よ
る
公
法
上
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
許
可
の
な
い
物
件
に
つ
い

て
は
広
告
も
売
買
も
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
調
べ
ま
し

ょ
う
。ま

た
、
こ
れ
ら
の
土
地
を
買
っ
て
も

希
望
ど
お
り
の
家
が
建
て
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

川
、
宅
地
建
物
の
相
談

宅
地
や
建
物
の
取
引
に
つ
け
て
納
得

の
い
か
な
い
と
き
、
ま
た
は
業
者
の
不

信
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
契
約
奮
、

領
収
番
等
の
関
係
書
類
を
持
参
の
う
え

県
庁
内
建
築
管
理
課
へ
お
い
で
く
だ
さ

ヽ

Ｊ
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腰
し対こ

ｌ
Ｌ
ｒ
ｔ政行の国

設閑談相政行

例
年
ど
お

り
十
月
十
五

日
か
ら
十
月

二
十
一
日
ま

で
の
一
週
間

「
行
政
相
談

週
間
」
と
な

っ
て
お
り
ま

す
が当

町
に
お

い
て
も
巡
回

行
政
相
談
を

行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。公

害
防
止

環
境
保
全
、

交
通
安
全
、

錮
訝
配
欄
結
納
㌔
錮
踊

衛
彗
宅
地
、
住
宅
、
道
路
、
河
川
、

農
政
、
登
記
、
公
団
、
な
ど
国
が
行
な

っ
て
い
る
事
業
や
行
政
、
国
が
町
村
に

委
任
し
て
い
る
憲
な
ど
に
お
い
て
、

み
な
さ
ん
の
不
満
や
苦
情
、
問
い
合
せ

の
あ
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
あ
り
、
相
談
を
受
け

た
事
は
絶
対
に
秘
密
を
守
り
ま
す
の
で

気
軽
る
に
ど
相
談
下
さ
い
。

一
、
日
　
時
　
十
月
二
十
日

十
時
～
十
六
時
ま
で

二
場
　
所
　
水
巻
町
役
場
別
館

一
、
相
談
員
　
九
州
管
区
行
政
監
察
局

地
区
行
政
相
談
員

く
ｈ
Ｊ
ｈ
Ｈ
Ｈ
川
Ｈ
ｕ
ｕ
Ｊ
ｈ
・
Ｐ
ｈ
Ｊ
ｈ
ｎ
Ｈ
Ｈ
ｕ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｕ
Ｈ
ｈ
ｌ
い
ヽ
Ｋ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｕ
ｌ
ｈ
ｈ
ｌ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｕ
ｕ
に
べ
Ｊ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｎ
ｕ
ｌ
ｈ
Ｊ
ｈ
ｌ
ｒ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｊ
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ｌ
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Ｈ
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｐ
ｈ
Ｊ
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ｌ
Ｐ
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｕ
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Ｕ
－

昭
和
四
十
七
年
度

福
岡
県
行
政
書
士
試
験
の
実
施

秋
空
に
繰
り
広
げ
「
㌢
競
技

耶
　
九
月
十
七
日
、
秋
晴
れ
の
申
、
水
巻

一
町
立
保
育
園
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。日

頃
親
と
一
緒
に
遊
ぶ
機
会
の
少
な

い
園
児
た
ち
で
す
が
、
こ
の
日
ば
か
り

は
両
親
と
共
に
競
技
を
楽
し
み
、
親
子

の
愛
情
あ
る
茜
気
が
た
だ
よ
っ
て
い

ま
し
た
。

【
写
真
・
第
一
保
育
園
運
動
会
風
景
】

昭
和
四
十
七
年
度
福
岡
県
行
政
者
士

試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
、
受
付
期
間

十
月
二
日
か
ら
十
月
二
十
一
日
ま
で

二
、
試
験
の
日
時
お
よ
び
試
験
地

昭和47年度の畜犬登録及び狂犬病予防注射を行ないます

実 施 月 日 時　　　　 間 場　　　　 所

10 月 12 日

ｌ
10時　　 ～　 12時 梅 ノ木労務前

13時30分～15時30分 古賀労務前

10 月 13 「］
10時　　 ～　 12時 高松労務前

13時30分～15時30分 曜日公邸 乳 Ｆ＿＿＿＿＿＿＿＿

10 月 14 日 9 時30分～11時30分 猪郎町住公民館前

10 月 18 日 10時　 ‘⊥15時30分 吉田ノ二公民館匝＿－

10 月 19 日
10時　　 ～　 12時 吉田ノ三公旦姐直＿＿

13時30分～15時30分 遁 社宅公民卸粗＿＿▼＿＿1

10 月 20 日

10 月 21 日

10疇　　 ～　 12時 上二公民館前

13時30分～15時3＿0分＿＿＿＿才芸町建公邸 ‥．

9 時　　 ～　 12時 水巻町役場前

※洩れた犬は10月31日10時～15時まで役場玄関前で行いま

す。

登録料　300円

㌢】三射料　200円
※料　　金　500円

※　どこの実施場所で受けられても結構です。

十
一
月
十
日
（
午
後
一
時
～
四
時
）

天
神
ビ
ル
十
一
階
大
ホ
ー
ル

諸
岡
市
中
央
区
天
神
二
丁
目
十
二

番
一
号
）

三
、
申
込
方
法

受
験
腰
宙
一
部
に
写
真
、
履
歴
書
、

受
験
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
面
と
受
験
手
数
料
千
円
を
添
え
て
、

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
（
福
岡
市
中
央

区
天
神
一
の
一
の
一
、
〒
八
一
〇
）

へ
提
出
下
さ
い
。

な
お
申
込
用
紙
お
よ
び
く
わ
し
い
こ

と
は
申
込
先
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

電
（
〇
九
二
）
七
五
－
一
七
二
ハ

体
育
の
　
日

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

十
月
十
五
日
（
日
曜
）
の
体
育
の
目

に
は
、
社
会
体
育
拡
充
の
一
環
と
し
て

日
頃
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
な

い
、
壮
年
層
、
婦
人
層
を
対
象
に
、
健

康
増
進
と
、
明
る
い
町
づ
く
り
と
、
健

全
な
家
庭
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
婦

人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

装
丁
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

出
場
は
各
公
民
館
単
位
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
皆
様
の
御
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会
場
は
、
南
中
及
び
下
二
小
で
す
。

共
同
募
金
運
動
（
赤
い
羽
欄
）

十
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日

共
同
募
金
運
動
も
早
や
二
十
五
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
巡
回

結
婚
相
談

福
岡
県
で
は
、
身
体
障
害
者
の
方
で

結
婚
問
題
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
の
為

に
次
の
と
お
り
結
婚
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。ど

気
軽
に
ど
利
用
下
さ
い
。

日
　
時
　
十
月
九
日
（
月
曜
）

十
時
～
十
五
時

場
　
所
　
直
方
市
殿
町

直
方
市
公
会
堂

第
十
一
回
水
巻
町

青
少
年
親
書
大
会

水
巻
町
教
育
委
員
会
、
水
巻
町
背
少

年
問
題
協
議
会
で
は
、
睾
道
を
通
し
て

情
操
豊
か
な
人
間
形
成
と
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
的
と
し
、
日
頃
の
練
習

成
果
の
発
表
と
、
今
後
の
事
道
技
術
の

そ
の
記
念
行
革
の
遠
と
し
て
次
の
面
上
を
願
っ
て
、
十
月
二
十
二
日
（
臼

と
お
り
俳
句
（
赤
い
羽
根
）
を
公
募
し

て
お
り
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
御
投
稿
下

さ
い
。○

季
題
　
赤
い
羽
根
豪
の
羽
根
）

○
締
切
十
月
二
十
日

当
日
消
印
有
効

○
応
募
方
接

は
が
き
一
枚
一
句
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
職
業
を
記
入

の
こ
と
、
作
品
は
未
発
表
に
限

り
ま
す
。

○
送
り
先
及
問
い
合
せ

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
3
の

3
の
4
社
会
福
祉
法
人
中
央
共

同
募
金
会
違
い
羽
根
″
俳
句

応
募
係
あ
て

曜
）
に
頃
宋
小
学
校
に
お
い
て
、
各
地

区
代
表
の
小
学
生
、
中
学
生
に
よ
っ
て

日
頃
の
腕
が
競
そ
わ
れ
ま
す
。

身
体
障
害
者
　
（
児
童
）

更
正
援
護
の
た
め
の
巡

回
相
談
実
施

毎
年
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
巡
回
相

談
を
今
年
も
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。
ど
利
用
下
さ
い
。

一
、
日
時
十
月
十
三
日

二
、
場
所
　
岡
垣
町
中
央
公
民
館

三
、
受
付
午
前
十
時
～
午
後
三
時

な
お
、
当
日
相
級
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
身
障
手
帖
及
び
印
鑑
を
持
参
下
さ

、
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婦
人
巡
回
相
談
開
催
日
の
変
更

〝
十
月
二
十
四
日
に
〟

九
日
一
目
発
行
の
、
公
報
で
嫡
人
巡

回
相
談
を
十
月
十
二
日
に
い
た
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
相
談
鼻
の
都
合
に
よ
り

十
月
二
十
四
日
に
変
艮
さ
れ
ま
し
た
の

で
ど
了
承
下
さ
い
。

な
お
巡
回
相
談
は
ど
嫡
人
の
方
で
、

日
常
困
っ
て
い
る
事
の
あ
る
方
の
為
に

行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

二
日
‥
睦
　
十
月
二
十
四
日

十
幡
～
十
六
時

一
、
場
　
所
　
町
民
会
館
日
本
間

「
相
談
員
　
婦
人
巡
回
相
談
所

法
務
局

家
庭
裁
判
所

婦
人
相
談
所

社会福祉協議会へのご寄贈

感謝いたします

◎
金
一
封

遠
賀
コ
ー
ル
デ
ン

ボ
ー
ル
殿

七
月
二
十
一
日

ス
カ
イ
ヤ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ

ボ
ウ
ル
大
会
開
催

参
加
者
四
十
四
名

の
浄
財
を
社
会
福

祉
の
充
実
の
た
め

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

◎
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
の
方
々
か

ら
香
典
返
し
に
か

え
多
額
の
金
品
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
故
人
の
ど
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

故
　
田
中
博
助
殿
（
机
社
宅
）

田
中
文
子
殿
・

故
　
脇
井
　
学
殿
（
梅
ノ
木
区
）
　
り

脇
井
美
智
子
殿

お
詑
び
　
九
月
号
掲
載
の
香
典
返
し

に
お
い
て
故
渡
辺
登
殿
（
立
鼠
撃
は

（
猪
熊
）
の
間
違
い
で
し
た
の
で
訂
正

し
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

酪∴〕－


